
食の輸出をめぐる情勢について 

１. 日本の農林水産物・食品輸出の現状 

ア 日本国内マーケットは少子高齢化の到来で縮小する見込み。 

イ 平成 21年に 340兆円であった世界の食市場は平成 32年には 680兆円に倍増すると推計。この 

うち、中国、インドを含むアジアは 3倍増。 

ウ 巨大な食の世界市場規模に対し、日本の輸出額は平成 26年で 6千億円程度  

  エ ジェトロの調査によると、「食」の人気が一番高いのは日本だが、「食」への支持が輸出に結び

ついていない。 

オ 国においては、「農林水産物・食品の国別・品目別輸出戦略」を平成 25年に策定し、日本の「食」

への支持を背景に、日本の「食」の基軸となる食品・食材を、食市場の拡大が見込まれる国・地

域へ輸出することにより、平成 32年までに１兆円を目標とする食の輸出拡大を図っている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（農林水産省のホームページ「農林水産物・食品の輸出額の推移」から抜粋） 

 

２. 北海道の食品輸出の現状 

  ア 北海道の輸出額は、平成 22 年から平成 24 年まで 350 億円程度で推移していたが、平成 25 年

以降の 2 年間はホタテやサケなどの水産物等の輸出額が増加し、平成 26 年は 667 億円と過去最

高水準。 

  イ 北海道の輸出額の９割以上が水産物・水産加工品。 

ウ 水産物・水産加工品の主なものは、ホタテ、サケ、ナマコ、スケトウダラの順。 

  エ その他の輸出品目の主なものは、ながいも、ＬＬ牛乳、チョコレートとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 21年から 25年の輸出額は財務省貿易統計をもとに道経済部が集計。平成 26年の輸出額は、函館税関の公表値を掲載。） 
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３. 食品の輸出の意義 

ア 食品の新たな販路の拡大や所得の向上 

イ 海外輸出を通じた北海道ブランド価値の向上、経営に対する意識改革 

ウ 人口減少問題への対応に向けた地域経済の活性化 

エ 食を通じた北海道の認知度向上や理解の促進 

オ 多様な販路を確保することによる価格の安定化 

 

４. 食の輸出に係る環境分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


